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神戸港域俯瞰と川崎重工 
    神戸工場(旧神戸造船所) その他各工場 

川重・兵庫工場 

川重・神戸工場 

川重・神戸本社 (神戸駅
前・ｸﾘｽﾀﾙﾋﾞﾙ) 

神戸空港 

ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ 

神戸開港(1868) 

六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ 

川崎重工の始まりの時代 
 
 川崎重工は、 
「ペリーの浦賀来航」1853年嘉永
6年7月8日を契機に、その3か月

後に解禁された「大船建造の禁」
を受けて強まった造船所建設の
高まりの中、個人経営として先ず、
138年前の1878年(M.11.4)東京

築地に設置された川崎正蔵の川
崎築地造船所に始まる。郷土・鹿
児島の友人・相談相手の大久保
利通はそのひと月後に暗殺され
る。 
その3年後1881年(M.14)3月兵庫
造船所、その5年後1886年M.19)

官営兵庫製作所の現在地に川崎
造船所として集約した。 

 明治初年の外圧のドラマをせ
おった時代背景を持つ。爾来130

年。海に、陸に、空に、ここから発
展している 

大型船 
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    神戸港と 
 川崎重工・神戸工場 
 と旧湊川 関係立地 

現在(2016年)   
JR神戸駅   

六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ

ﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ

神戸空港 

川重 

神戸工場 

開港(1868年)当初  

神戸村 
湊川 

神戸造船ｻｲﾄ 

神戸港 

神戸造船所と旧湊川 
    との関係立地 

兵
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1881年(M.14) 
内務省地理
測量課刊行
1/5000 兵庫
神戸実測図 
による  

明治14年頃の神戸港地図 
川崎造船所ーー* 
  ﾊﾞﾙｶﾝ造船所(1869.M.2.4)*、 
    加賀藩兵庫製鉄所**(M2.8) 
  工部省兵庫造船所*  (上記を 
        (1877,M.10.1) 買収) 
       川崎築地造船所・兵庫 
     造船 分所*(1878,M11) 
       川崎兵庫造船所*   
                   (1881,M.14.3) 
  個人経営・川崎造船所* 
      (1881,M.19.5.集約) 
 ㈱川崎造船所* 
    (1896,M.29.10.15.設立)   

停
車
場 

払
下
げ 

東川崎町 

東出町 
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川崎重工業㈱神戸工場   

川崎重工業㈱ 歴史   

1878年(M.11)東京築地に川崎造船所 
1881年(M.14)神戸に川崎兵庫造船所 
1886年(M19)ここ湊川尻に川崎造船所 
1896年(M29)創業者・川崎正造の個人 
     経営より 株式会社川崎造船所 
           初代社長・松方幸次郎～1927(S.2) 

その後の発展ー初期の神戸地区のみ、他は略 
1906年(M.39) 運河工場設立・車両部門 
     1913年(T.2)兵庫工場に改称 
1918年(T.7)葺合工場設置ー製板・鉄鋼部門 
      1950年(S.25) 川崎製鉄㈱として分離 
1919年(T.8)川崎汽船㈱設立ー船舶部門分離して 

創業者 
 川崎正造 
1837(天保8)～ 
 1912(大正1) 
男爵 

初代社長 
 松方幸次郎 
1866(慶応1)～ 
 1950(昭和25) 

「川崎重工業㈱百年史」より 

第一ドツク 



Fig. 1  埋戻し前、稼働時の川崎重工・神戸工場 
     第1ドック。ドツクゲイトの先は神戸港。 
                                       提供 : 川崎重工 
 



Table 1 川崎造船所 No.1Dock.ドック 主要目 

地盤が軟弱であった為に、建造は難工事であり、 

地下20mまで松杭を1万本も打ち込み、水中コンクリート打設という新工法

も採用すること等により、6年の歳月をかけ漸く完成し、神戸港における最

初の本格的石造りドライドツク    
特徴 
調査開始から完成まで 10年 
軟弱地盤での難工事、多大の出費 
工事詳細論文(米国ｼﾞｬｰﾅﾙ誌掲載)   
 ー工事責任者・山崎鉉次郎博士による 
時代背景①1896年着工(日清戦争 1年  
  後)、②1902年竣工(日露戦争 1年3か 
 月前)③ 阪神大震災 被災・・使用停 
 止・・埋戻し 
遺産登録  有形文化遺産   登録 
        近代化産業遺産 登録 



1886年(明治19年) 5月  川崎造船所発足(前官営兵庫造船所) 

1896年(明治29年) 11月  起工   (  東京築地にM.11 個人経営造船所開設    

           の 18年後で、神戸造船所を株式会社 に組織化した直後  

           建造着手、旺盛な修繕需要に応える為) 

1902年(明治35年) 11月  竣工～以後船舶の修繕実績多数 

1959年(昭和34年) 12月  船舶の大型化に対応する為拡張 

1995年(平成7年)  1月   阪神・淡路大震災被災～ 

                          以後修繕用途では使用せず 

1998年(平成10年) 12月  登録有形文化財登録* 

2007年(平成19年) 2月  近代化産業遺産認定** 

2014年(平成26年)     埋戻し工事完了 

Table 2  川崎造船所 No.1Dock.ドック年表 

*登録有形文化財 (国土の歴史的景観に寄与あるいは造形の範となっているもの) 
**近代化産業遺産 (幕末から戦前の近代国家としての成長を支えた産業の創出、 
                                   育成発展をものがたるもの)  
    (埋戻し後の現在も、登録は有効) 



                  工事の着工まで 
 
創業者・川崎正蔵の決断    第1ドツク 着工時 59歳 
  *官営時代ドックの建造が必須として検討。然し、 
     湊川河口に位置する為軟弱であり、建造は見送られていた。 
  *・川崎正蔵は1889年(明治19)この地に造船所を集約後、ドック建造の   
     必要性痛感。 
  *当時既に横須賀造船所(海軍工廠)に３基、官営長崎造船所に１基、石造りの           
     物が完成していた(後述)。 
  *川崎造船所は、フランス技術者の指導を受けたドック建造の経験者・恒川柳  
     作海軍技師(1854～1914)に地盤調査依頼。一旦曙光を得られたが精査  
     後建造困難の結論。 
 
 山崎鉉次郎土木技師と松方幸次郎の登場   第1ドツク 着工時 34歳 
  *山崎鉉次郎(1862～1917) 東大(工部大学)卒、新進気鋭の土木技師。 
      「軟弱地盤に於いてもドック建造は可能」と当時革命的技術論を標榜。 
      川崎正蔵がﾍｯﾄﾞﾊﾝﾃｨﾝｸﾞして、工事を彼にまかす。  
 
1896(明治29)の株式会社組織   初代社長 松方幸次郎 当時 30歳 
   *創業者・川崎正蔵は顧問に退くが、松方新社長と共に「第1ドツク建造を推進」 
    
 
 
 
   
 
 



第1ドツク と 着工時の海岸線 

 Dry up工法とその挫折 

1.5年を要して海側に 
  堰堤を構築 
ﾄﾞﾂｸ部をﾄﾞﾗｲｱﾂﾌﾟ、 
  所が、底部が盛り 
  上がつた。 
この方法は挫折 
   



山崎鉉次郎は、工事完成後、本件を纏め
て学位論文とし、東大・工学博士。その
後、米国ｼﾞｬｰﾅﾙに投稿。これ等の論文
より工事の詳細を知ることができる。 
 
ENGINEERING NEWS A Journal of Civil, 
Mechanical and Electrical Engineering 
Vol.L. No.13  New York, September 24. 
1903.  による 

難工事克服ー渠底に1万本の松杭打ち、水中ｺﾝｸ打設、31万トン水道注入・海水置換 

軟弱地盤 

X 9基 

渠底補強 

水中工事 



New York, September 24, 1903 

THE NEW GRAVING DOCK OF THE KAWASAKI DOCK     
                   YARD C0. AT KOBE. JAPAN . 
                  By  Dr. Genjiro Yamasaki 
  
   全5頁、       Original from  
         UNIVERSITY OF MICHIGAN 

                   Digitized by Google   による 

 A Journal of Civil,  Mechanical, Mining and 
Electrical Engineering 

山崎論文の抜粋 



Fig.7  完成直後の川崎造船所第1ドック   
        山崎原論文より 

完成後の入渠船 隻数実績 

年  1902.11~ 1903  1904 
隻数 21*   53  61 

    

* 内・軍艦4隻 

・完成時(1902年)は、開港34年   
 を経て、出入港船の増加の神  
 戸港における待望の唯一近代 
 的大型ドックであり、又 
・2年後には日露戦争開戦をうけ、 
 ドツク需要拡大の時。 
・活躍実績ー完成後、当ドックで  
 修繕を行った船舶は約数千隻。 
 
    戦災により詳細資料消失。 

第1 ドツク 完成、活躍ー神戸港待望の最初の大型ドツクとして 

1902年(M35)11月 難工事遂に完成 着工後6年、調査期間を含めると10年を要し
た。 総工費170万円、一般のドツクの何倍もの費用となった(川重ﾊﾟﾝﾌﾚｯ)。 

待望のドツクに対し、
完成年だけで修繕の
依頼は320件に達す。  



入渠第1船は日本郵船㈱の 
 三河丸1,940 GT、 
  
 同船は2年後、1904年(明治37) 5月3日 
 日露戦争時、 旅順港閉塞作戦 
 の為に旅順口で自沈 

完成後の入渠第1船 三河丸 

↑昭和初期と思われる 
川重・神戸工場。 

建造船台、ガントリーク
レーン の右手前 
中央部が第1ﾄﾞﾂｸ 

その後の発展 



Kwaaki News  より。
https://www.khi.co.jp/knews/backnumber/bn.html 
 

「登録有形文化財」登録――1998年(平成10)文部科学省   
  ドックとしては、日本で初めてのケース* 
  
登録の評価要点 
 ①建設後95年を経過し、歴史的な構造物とみなされる(建築後  
   50年を経過している建造物)の要件を充分満たしている事。 
 ②明治期に国内で建造されたドックの内、現存し実用された数 
   少ない様子の判る例であること。**  
 ③当時建造不可能と言われた三角州の上にドック建造を 
    なしとげたこと。 
       **米国のｼﾞｬｰﾅﾙへ発表されている山崎博士の論文 
 

「近代化産業遺産」認定――2007 年(平成19) 
                        経済産業省 
 ① 我が国産業の近代化の過程を雄弁に物語る建物施設、   
  ②造船史を語る上でドック建造や運用 に関わった多くの  
   人の想いや、数かずの名船舶修繕してきた実績が、後     
    世に引き継ぐべき遺産 

↑↑登録銘板 2種 

↑入渠第1船 日本郵船「三河丸」 

*1997年に旧横浜船渠第2号ﾄﾞﾂｸが重要文化財に
指定されている。 

https://www.khi.co.jp/knews/backnumber/bn.html


埋戻し後⇒ 川重提供5) 

https://www.khi.co.jp/knews/ 
backnumber/bn_2014/pdf/ 
news173_01.pdf  

第1ドツク閉鎖式典 

↑Fig. 11-1 川崎 No.1 Dock  
           閉鎖式典   
2013年(平成25)11月22日  
  当ﾄﾞﾂｸの側でｾﾚﾓﾆｰ開催 
  111年の歴史に幕。   
 神戸市長、国・市・県・会社 関係
者+ OBの参加。 
               

https://www.khi.co.jp/knews/backnumber/bn_2014/pdf/news173_01.pdf
https://www.khi.co.jp/knews/backnumber/bn_2014/pdf/news173_01.pdf
https://www.khi.co.jp/knews/backnumber/bn_2014/pdf/news173_01.pdf
https://www.khi.co.jp/knews/backnumber/bn_2014/pdf/news173_01.pdf
https://www.khi.co.jp/knews/backnumber/bn_2014/pdf/news173_01.pdf
https://www.khi.co.jp/knews/backnumber/bn_2014/pdf/news173_01.pdf
https://www.khi.co.jp/knews/backnumber/bn_2014/pdf/news173_01.pdf


西沢の研究10) によると、明治には実に32基のドックが建造されている。それ等
を次の3期に分類している(川崎造船所第１ドックは第2期)。         

明治期の国内ドック建造の概要* 

*西沢靖彦: 「明治時代に建設された日本のドライドック 
         に関する研究 」: 土木史研究 第19号 : 1999年5月 

西沢の研究10 



ドック建造の背景とまとめ 

明治期日本造船業の勃興       
  外国船の来航の衝撃 1853年(嘉永6) 米国ペリー艦隊の浦賀来航    

  富国強兵・殖産興業  帝国主義侵略危機感、海軍増強、重工業・                               
  産業革命・海外貿易  国内産業拡大、内外市場拡大、輸出入拡大 

                                                  
 

 
川崎正蔵の造船起業 
  環境と鹿児島人脈 

    ﾍﾟﾘｰ来航1853年に「浜崎商店*(長崎)」に就職。時代と商売に目覚める。 
     括目の能力と努力。 *当時、全国長者番付1～2位の豪商(貿易・海運業) 
     松方正義、大久保利通等との交流 
       

   時代認識と報国  明治開明期における時代認識    
  造船起業への挑戦、ﾄﾞﾂｸ建造への執念 
  松方幸次郎社長、山崎鉉次郎の献身的健闘 

1776年  
ｱﾒﾘｶ独立 

1868年 
明治維新 
神戸開港 

1853年  
ﾍﾟﾘｰ来航 

1840-42年
ｱﾍﾝ戦争 

1894-95年 
日清戦争 

1904-05年 
日露戦争 

1902年 
第1ﾄﾄﾞｯｸ
完成 

1878年   
築地造船所 

1896年
(株)神戸   
造船所 

1853年   
浜崎商店
就職 



ご清聴有難うございました。 

            問題点 

川崎正蔵の起業、挑戦の原動力と考えられる 

       明治開明期日本の国際情勢、危機意識 

造船業、ドツク建造の挑戦 のマインド・ルーツ 

VW---  Vision and Work hard !! 

軟弱地盤に ﾄﾞﾗｲ・ﾄﾞﾂｸ 建造の難工事を完成させた  

                             山崎鉉次郎の技術力と実行努力 

松方幸次郎の経営者としての手腕 

川崎正蔵 に影響を与え育てた、鹿児島の風土人脈 

明治期のドライ・ドックの総合的な研究 

浮きドックの選択・技術力 



付録       

川崎造船所第1ドツク着工時の工場レイアウト・M29  

湊川河道       



付録       山崎論文抜粋の補足 



付録       山崎論文抜粋の補足 



付録       

ドツク・ 

サイト付
近現状       

ドツクゲイト 

ドツクゲイト 

川重神戸工場 ドツク施設 現状 
ドツク  長さx幅 呼称能力                  
第1*  130 x 15.7    6,000GT ﾄﾞﾗｲﾄﾞﾂｸ  
第1** 161 x 23.58  10,000  同上拡張 
第2   108 x 19.2       3,000   浮きﾄﾞｯｸ 
第3       236 x 41.5     59,000 浮きﾄﾞｯｸ  
第4   205 x30.5      30,000  ﾄﾞﾗｲﾄﾞﾂｸ 
*,**  新設、拡張時。現状埋戻し、閉鎖   


